
















研究要旨 本研究の目的は、乳幼児の気質的行動特徴と保護者の養育姿勢や育児意識等に

ついて新生児期から縦断的に調査し、発達初期における子どもの情緒形成に影響する要因

を明らかにすることである。本論文では、研究の第一段階として健康な新生児とその母親

を対象に以下の調査を実施し現在も継続している。看護者による新生児行動特徴評定、授

乳場面における相互作用評定と、退院前の母親に対して、出産体験に伴う感想、現在の心

身の状態、対児感情や認知、そして育児意識や姿勢についての質問紙調査である。18 組の

ケースを回収、分析した。その結果、看護者が評定した新生児の行動特徴は母親の認識と

相関する項目もあり、今後ケース数を増やし因子分析等をおこなうとともに、母親の認識、

1 ヶ月時の乳児の行動特徴などとも関連させて分析考察していく。母親の出産体験におい

ては、全体的には肯定的な回答傾向であった。特徴的だったのが痛みや苦痛といった否定

的な内容と喜びや達成感といった肯定的な内容の両方が混在する点である。また、母親の

育児意識や養育姿勢に関する記述は抽象的な内容の記述がほとんどであったことから、母

親の育児意識はこれから形成していくと考えられ、諸要因については今後分析検討してい

く。母親の記述のなかで、個別には援助の必要が示唆される記述もみられたので、継続し

て関わっていく必要がある。また、今回は出産後からの調査であったが、妊娠期からの要

因や分娩経過等についても関連が予測されたので、妊娠期からケースをおっていくことも

検討したい。本論文では明確な示唆が提示できなかったが、今後も縦断的に調査実施し、

新生児期の結果がその後の養育者の育児や子どもの行動特徴にどうつながっていくかとい

うことを明かにし、援助の指針とする予定である。 


